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「もはや、デジタルへの対応は単な
る『方法論』では片づけられない
ほど、企業にとって重要なテーマ
となっている」
株式会社ドーム
取締役 兼 執行役員 CMO マーケティング本部 本部長
赤倉 吉典氏

膨大なデジタルアセットの一元管理を推進力に

スポーツによる社会価値の創造を目指すドーム

期待される効果

デジタル時代への備え
デジタル活用を促進し、精緻
なパーソナライズなど各種施
策を打ち出す

画像解析による自動タグ付け
Adobe Sensei を用いた画像
解析で検索用タグ付けを自
動化。業務負荷の軽減と検
索性の向上を両立

バージョン管理の効率化
いつでも、最新のファイルを
関係者で共有しながら制作
作業を進められる

デジタルアセットの有効活用
誰もが必要なアセットを自由
に使いこなせる環境が整った
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課題
・	取り扱う画像素材、クリエイティブ制作物が年々

増大。数十万点ものデジタルアセットの管理は
限界に達していた

・	必要なデジタルアセットがなかなか見つからな
い。探し出すには、これまでの経緯をよく知る管
理者に頼らざるを得ず、業務が属人化していた

・	使うべきではないアセットが使われたり、制作段
階のファイルが流通したりしてしまうなど、管理
ミスが発生しかねない状況だった

効果
・	アドビのソリューションを活用して、デジタルア

セットを一元管理できる環境を構築

・	アセットの一元管理、画像解析を活用した自動
タグ付けなどによって検索性が向上。使いたい
アセットをすぐに見つけられる

・	制作中の各バージョンのファイルの適正な管
理、ファイルの使用期限の設定などで、常に適切
なアセット利用を促す

　「社会価値の創造」を理念に掲げ、スポーツを通じて社会
に貢献し、社会をより豊かなものにしていくための事業を展
開しているドーム。「創業者を筆頭に、アスリート出身者が多
いのも当社の特徴です。プロスポーツ選手だけでなく、一般
のスポーツ愛好家まで、アスリートの抱える課題の解決に向
け、様々な取り組みを積み重ねています」と同社の赤倉 吉典
氏は語ります。
　具体的に、同社が目指しているのが、日本のスポーツ環境
の水準を世界レベルに引き上げることです。例えば、スポー
ツ産業の市場を見ると、1995年当時のアメリカと日本のス
ポーツ産業の規模の差は、アメリカ市場が日本市場のおよそ
3倍。アメリカの人口、GDPが日本の約3倍であることを考
えれば、ほぼ同じレベルの市場でした。しかし、その後、アメ
リカのスポーツ産業は急速に拡大し、現在は約15倍の差がつ
いてしまっています。スポーツの価値にいち早く目を向け、積
極的に産業化を進めてきたアメリカでは、もはやスポーツは
一大産業となり、アスリートを取り巻く環境も大きく進化して
います。
　設立当初から、ドームは、世界に目を向け、日本のアスリー
トにも世界基準の環境を提供していくことに力を注いできま
した。現在、同社は、大きく「スポーツプロダクト事業」「スポー
ツサプリメント事業」「スポーツメディカル事業」「パフォーマ
ンスディレクション事業」の4つの事業を展開していますが、
優れたウェアを提供することも、優れた技術でアスリートの
フィジカルをケアすることも、同社にとっては、スポーツの持
つ価値を世に広めていくための取り組みなのです。

【デジタルへの対応は不可欠の経営課題】
　高い理想を掲げて、その理想を実現するために、日々邁進

している同社ですが、さらなる推進力を得るためにも、ビジネ
スの現場に潜むムダや課題は無視できません。同社が解決
に乗り出したのが、事業の中核を担うスポーツプロダクト事
業のマーケティングにおける課題です。
　ドームのスポーツプロダクト事業では、「アンダーアー
マー」ブランドのアパレル商品やフットウェアを取り扱ってい
ます。「より高く、より速く、より強く、というアスリートなら誰も
が持つ、根源的な欲求に応えるのがアンダーアーマー。アン
ダーアーマーの正規日本ライセンシーとして、最新グローバ
ル商品の国内展開、および国内向けに開発した専門商品の
展開を行っています」と赤倉氏は説明します。
　プロダクトの品質には絶対の自信を持つ同社ですが、多く
の顧客に商品を手に取ってもらうには、やはりマーケティング
は欠かせない取り組みとなります。特に、ECを中心としたデ
ジタル化への対応は、現在の市場競争を勝ち抜くには必要不
可欠だと判断していました。
　「理念に向かって泥臭く前進するのが、当社のカルチャー。
そのため『方法論』のようなものは、あまり重視しない傾向も
ありますが、スマートフォンやPCなど、多様な端末が普及し、
お客様との接点が多様化する中で、どのようにお客様とコ
ミュニケーションを取るか、そして、お客様が求めるスピード
にどのように対応するかを考える上で、デジタル対応を単な
る方法論として軽視するわけにはいきません」と赤倉氏は強
調します。

【デジタルアセットの最適な管理を目指す】
　こうした危機意識のもと、同社は様々な取り組みを進めて
います。その1つが、広告やECサイト、店頭POPなどに使用
するグラフィック制作物、いわゆるデジタルアセット管理最適

■導入の経緯
スポーツで日本の社会を豊かにしたい

ソリューション
Adobe Experience Manager Assets
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　このような課題を解決し、デジタルアセットの管理を最適
化するために、同社が導入を決めたのが「Adobe Experience 
Manager Assets」です。
　「様々なツールを調査し、一
部のツールは実際にトライア
ルも行いましたが、どれも、私
たちの課題を解決できるもの
ではありませんでした。そうし
た試行錯誤の最中に、Adobe 
Experience Manager Assets
の提案を受け、これなら課題
を解決できるとすぐに感じまし
た」と同社の阿部 敏氏は振り
返ります。同時に提案を受け
た菅谷氏も、一目で「探してい
たのはこれだ」と直感したとい

います。
　Adobe Experience Manager Assetsは、「制作」「活用/管

株式会社ドーム
取締役 兼 執行役員 CMO
マーケティング本部 本部長

赤倉 吉典氏

化です。
　同社は、マーケティングに利用するデジタルアセットの制作
を完全に内製化しています。商品写真、アンダーアーマーの
持つ価値、プロダクトに込めた思いを投影したイメージ写真
といった画像素材はもちろん、それらを活用したグラフィック
までを社内で制作し、自社で運用しているホームページや
ソーシャルメディア、ECサイト、メルマガで利用したり、販売契
約を結んでいる小売業者の店頭で利用してもらうために配
布したりしているのです。
　しかし、プロダクトのラインアップ拡大などを背景に、管理
しなければならないアセットが年々増加。従来の管理方法
では太刀打ちできない状況になりつつありました。

　「素材やグラフィック制作物などは、社内のサーバーに
『2016年／秋冬』『2017年／春夏』といったフォルダを作成し
て、そこにまとめて保存していました。また、制作段階でグラ
フィックを責任者が確認したり、修正指示を出したりするた
めのやり取りも、このサーバー上で行っていました」と同社の
菅谷 敦氏は言います。
　近年の実績でいえば、1シーズンに同社がサーバーに保管
するアセットは、1万5000～2万点。1年に換算すれば3万～
4万点となります。さらに、それが、毎年、蓄積されていく。こ
の膨大なアセットの中から、必要なアセットをすぐに見つけ出
すこと、あるいは、利用者に適切なアセットの利用を徹底させ
ることは容易ではありませんでした。

■選択のポイント
課題を解決できるのはアドビソリューションだけだった

アセット制作時のやり取り、利用時の検索など、アセット管理には様々な課題がある。ドームもアセットの数が膨大になるにつれて、
課題が顕在化しており、Adobe Experience Manager Assetsによる解決を図った。

改善
対象業務

制　作

業務時間

活用 / 管理

過去アセット
の参照

画像の
サイズ変更

制作物の
社内レビュー

修正案の
比較

アセット
の検索

アセットの
修正依頼

アセットの
変更

パートナー
への共有

手動検索
代理店へ連絡

バッチ処理を
待つ

ファイル変換
メール送信

複数ファイル
開き比較

手動検索
社内問い合わせ

複数回の
メール連絡

手動検索
社内問い合わせ

手作業で
個別に送信

業務時間

アセット集約に
よる検索効率化

即時変換
による効率化

スムーズな
情報共有

システム内で
の一元比較

アセット集約に
よる検索効率化

迅速でムダ
の無い連携

アセット集約に
よる検索効率化

外部からの
直接アクセス

現状

導入後

業務時間短縮効果　   付加価値の高い制作 / デザインへの投資へ

図　アセット管理業務の課題と「Adobe Experience Manager Assets」による解決
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株式会社ドーム
マーケティング本部 クリエイティブ部
部長

菅谷 敦氏

理」というデジタルアセットのライフサイクルをトータルにカ
バーするソリューションです。制作プロセスにおいては、制作
中のアセットを一元管理し、過去アセットの参照、画像のサイ
ズ変更、制作物の社内レビュー、修正案の比較といった工程
をスムーズに行える機能を提供。一方の活用/管理プロセス
では、アセットの検索、修正依頼、アセットの変更、小売業者に
一斉にアセットを共有するための機能を備えています（図）。
　Adobe Experience Manager Assetsを導入して、デジタル
アセットの制作、活用/管理における業務を効率化、標準化す
ることで、関連部門はよりクリエイティブな業務に集中するこ
とができます。また、コンテンツの企画/デザインからリリー
スまでのリードタイムの大幅な短縮も可能です。

　加えて、同社が大きな期待を寄せたのがAI（人工知能）、マ
シンラーニング、ディープラーニングの機能を活用した

「Adobe Sensei」による画像認識機能です。
　「検索性を上げるために、画像にキーワードを『タグ付け』
をしていくのは一般的な方法ですが、Adobe Experience 
Manager Assetsでは、Adobe Senseiが画像を解析して、自
動でタグ付けを行ってくれるのです。管理工数の削減と検索
性の向上を両立できると高く評価しました」と菅谷氏は話し
ます。
　Adobe Experience Manager Assetsは、同社のデジタルア
セットにまつわる業務の効率を大きく改善し、その活用を大
いに加速させる可能性を秘めているのです。

■導入効果
Adobe Experience Manager Assetsをベースにデジタル活用を加速

【誰もが必要なアセットをすぐに見つけられる】
　最もインパクトが大きいのは、やはり検索性の大幅な向上
です。
　「ECサイトやメルマガを運用していると、最新のものはもち
ろん、過去のアセットを確認したり、使ったりしたい場面がた
びたびありますが、以前は、簡単には見つけることができませ
んでした。自分で見つけられないと、管理部門に『1年前に
使ったコンテンツをまた使いたい』『確かこんな写真素材が
あったよね』と連絡し、記憶をたどりながら探してもらうのが
常態化していました。過去のことをよく知っている担当者が
いないと、目当てのアセットが見つからない、いわば『属人化』
した状態だったのです」と阿部氏は言います。
　一方、Adobe Experience Manager Assets導入後は、利用
者自身が、整理・集約されたアセットの中から使いたいもの
をすぐに見つけることができるようになり、資産を有効活用で
きるようになります。

　期待のAdobe Senseiについては、今後、さらに進化すれ
ば、自動タグ付け以上の価値を提供してくれるのではないか
と考えています。
　 「『どんなキーワードで検索されたときに、どんなデジタル
アセットが求められているのか』、多くの利用者が検索を繰り
返し、Adobe Senseiがそれを学習していけば、検索精度が高
まるのはもちろん、Adobe Experience Manager Assets側から

『探しているのは、こんな画像ではないか？』と提案してくれた
り、『よりアンダーアーマーらしい画像』を制作する上でのアド
バイザーになってくれたりするのではないかと期待していま
す」と菅谷氏は述べます。

【適切かつ効率的に制作中のバージョンを管理】
　アセットの制作プロセスでもAdobe Experience Manager 
Assetsは効力を発揮します。
　以前、同社では、デザイナーと管理者は、サーバーの共有
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フォルダ上に制作過程のファイルを置き、修正などのやり取り
を行っていたことはすでに述べました。「共有フォルダに置い
たり、メールに添付して送ったりしていましたが、この方法で
は、バージョン管理が煩雑になり、時には、最新のものではな
いファイルにデザイナーが修正を行ったり、場合によっては、
未完成のファイルがデジタルアセットに紛れ込み、実際に利
用されたりしてしまうこともありました」（菅谷氏）。
　それに対し、Adobe Experience Manager Assetsには、制
作のためのワークスペースが用意されており、関係者は、常
にそこで最新のファイルを共有しながら、制作時のやり取りを
行うことができます。過去のバージョンにさかのぼることも
簡単に行えることから、複数のバージョンのファイルを保管し
続 ける必 要 もない上、 承 認フロ ー もAdobe Experience 
Manager Assetsの中に組み込まれており、責任者の承認が
なければ、アセットが利用可能な状態になることはありま
せん。
　この制作プロセスを支援する機能については、それ以外の
効果も期待されています。
　アンダーアーマーの価値を体現するアセットには、当然ブ
ランディングの観点から、厳しいチェックが行われます。利用
するフォント、コピーを配置する位置など、そこには様々な戦
略があります。
　「視覚的な戦略はなかなか言語化しにくいのですが、過去
のアセットの制作過程で、どんな修正が繰り返されたかを、後
からトレースできれば、新人デザイナーにも、そのポイントを
共有できるはず」と阿部氏。Adobe Experience Manager 
Assetsのアセットに直接コメントや図を記入できる機能を評
価し、アセット制作におけるクリエイティブの統一感の醸成に
つながると考えられているのです。

【コンプライアンス上のリスクを低減】
　Adobe Experience Manager Assetsによって、アセットが適
切に管理されることは、コンプライアンス上のリスク低減にも

つながります。
　アスリートやタレントとのCM契約には、期限があり、厳守し
なければなりません。「万一、期限を越えてアセットを使ってし
まったら、当社の信用問題にもなってしまいます」（赤倉氏）。
　アセットが増え続ければ、管理にミスが発生するリスクは
高まりますが、当然、属人的な管理では対応は困難です。そ
れに対し、Adobe Experience Manager Assetsには、アセット
の有効期限を設定する機能があり、期限が迫れば担当者に
アラートを上げることも可能。Adobe Experience Manager 
Assetsによってアセットを管理することは、契約違反につなが
るミスを抑止し、同社の社会的信頼を守ることにもつながる
のです。

【小売業者へのアセット展開の一元化】
　アンダーアーマーのプロダクトを販売する小売業者の店舗
には、シーズンごとに異なるPOPが掲示されますが、もちろ
ん、これらの管理も同社の重要な役割です。
　従来は、管理側でシーズンごとのアセットパックを作成し、
営業担当者を通じて、各小売店にメールなどで展開していま
した。一方、今後は、「リンク共有機能」を使い、特定のフォル
ダを外部公開して、Adobe Experience Manager Assets上で
アセットパックを小売業者と同社との間で共有することがで
きます。営業担当者の負担を軽減できる上、誤送信の抑止に
もつながります。

【さらに細分化したパーソナライズに挑戦】
　デジタル活用を重視するドームは、今後、さらに、その取り
組みを加速する構えです。
　例えば、パーソナライズした情報を毎日配信しているメル
マガは、豊富なアセットを使いこなすことで、さらに訴求力が
強く、細分化したものに進化させることができる可能性があ
ります。
　「現状、性別や地域別、購買履歴などに基づいて12パター

株式会社ドーム
営業本部リテール部
チームリーダー

阿部 敏氏
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USER PROFILE

株式会社ドーム

所在地	 東京都江東区有明1-3-33

設　　立	 1996年5月

資本金等	 90百万円（資本金）、800百万円（資本準備金）

従業員数	 339名（2017年1月現在）

事業内容	 各種スポーツ用品、スポーツサプリメントの
製造・販売、アスリートへのパフォーマンス
ディレクション事業を展開

ンのメールを送っています。将来的には、お客様一人ひとり
の属性や行動履歴、好きなスポーツと、技術レベルなどに応
じて、パーソナライズされたメールを送りたいと考えていま
す。そのためには、適切な画像をパーソナライズ要件に応じ
てメ ー ル に 落 とし 込 む た め の 仕 組 み が 必 要。Adobe 
Experience Manager AssetsやAdobe Senseiに期待していま
す」（阿部氏）
　他にも、スマートフォンから得られる位置情報をもとに、顧

客のスポーツをサポートするための情報をアプリを通じて提
供するなど、様々な施策のアイデアが生まれています。
　「デジタルの世界のスピード感は、これまでとは次元が異
なります。Adobe Experience Manager Assetsを導入したこ
とで、アセット管理に関する業務についてはムダを省き、その
スピードに追従できる体制が整った。今後はそれを活かしな
がら、様々なプロジェクトにチャレンジしたいですね」と赤倉
氏は最後に述べました。


